
３
７
同
会
関
東
支
部
忘
年
会
参
加
者
各
位 

皆
様
の
絶
大
な
る
御
協
力
で
、
女
性
五
名
、
男
性
十
六
名
の
御
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
つき
ま

し
て
は
、
左
記
要
領
で
忘
年
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

一
、
日 

時 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
一
日
（土
）十
三
時
～
十
五
時
三
十
分 

一
、
場 

所 
 

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北 

四
―
二
―
二
十
五
「ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」 

（電
話

〇
三
―
三
二
六
一
―
九
九
二
一
）七
階
「白
根
（し
ら
ね
）」の
間 

一
、
会 

費 
 

女
性
五
千
五
百
円
、
男
性
六
千
五
百
円
＋
千
五
百
円
＝
八
千
円
（通
信
費
を
含

み
ま
す
。
男
性
は
、
笹
倉
代
表
の
葬
儀
に
伴
う
花
輪
・弔
電
費
用
二
万
五
千
円
を
増
田
さ

ん
が
立
て
替
え
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
分
担
分
千
五
百
円
を
追
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
各
位
、
お
釣
り
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
、
料
理
等 

 

料
理
は
洋
食
＋
和
食
、
飲
み
物
は
飲
み
放
題
、
ビ
ー
ル
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
、 

ハ
イ
ボ
ー
ル
、
焼
酎
（麦
・芋
）、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
、
日
本
酒
、
ワ
イ
ン
で
す
。 

一
、
そ
の
他 

 

郷
土
に
ま
つわ
る
ク
イ
ズ
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
他
の
催
し
等
に
つい
て
も
事
前
に
御

提
案
下
さ
い
。
ま
た
、
各
人
三
分
間
以
内
で
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。 

今
回
は
、
総
会
を
併
せ
行
い
ま
す
。
吉
川
支
部
長
、
長
岡
副
支
部
長
、
久
田
・小
西
・田
鍋

各
幹
事
と
増
田
幹
事
候
補
は
、
会
の
準
備
の
た
め
三
十
分
前
に
集
合
し
て
下
さ
い
。 

ま
た
、
二
次
会
を
二
階
の
喫
茶
店
「ス
リ
ー
ゼ
」で
行
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
方
は
、 

別
途
七
五
〇
円
を
お
願
い
し
ま
す
（コ
ー
ヒ
ー
又
は
紅
茶
＋
ケ
ー
キ
の
セ
ッ
ト
で
す
。 

参
加
さ
れ
る
方
は
あ
ら
か
じ
め
Ｅ
メ
ー
ル
又
は
電
話
で
幹
事
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

忘
年
会
幹
事
・３
７
同
会
関
東
支
部
幹
事
長 

村 

川 

淳 

一 

（電
話
〇
四
―
七
一
五
八
―
九
五
六
八
、
携
帯
電
話
〇
九
〇
―
四
五
三
七
―
五
七
九
三
） 



「会
場
見
取
り
図
」 

 

左
図
の
黄
色
い
矢
印
の
方
向
か
ら
入
って
下
さ
い
。
直
接
二
階
に
着
き
ま
す
。 

 

 

Ａ
テ
ー
ブ
ル 

 

一
組
～
三
組 

Ｂ
テ
ー
ブ
ル 

 

四
組
～
七
組 

Ｃ
テ
ー
ブ
ル 

 

八
組
～
十
組 

 

 

 


